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１，はじめに 

 西鉄操車場
そうしゃじょう

跡地（太宰府市朱雀２・３丁目）は、大宰府政庁跡から約１km 南にあり、政

庁からのびる古代のメインストリート朱雀
す ざ く

大路
お お じ

のすぐ東側に広がる土地です。 

 太宰府市では、平成８年度の跡地北辺の市道拡幅、平成１６年度の県道新設、また平成

１７年度からは西鉄の開発計画に先立って、埋蔵
まいぞう

文化
ぶ ん か

財
ざい

発掘調査を行ってきました。 

 ここから古代大宰府についての多くの情報が得られています。不明な点が多かった古代

都市「大宰府条 坊
じょうぼう

」の区画が検出されるとともに、奈良時代の「大型建物群」、新羅
し ら ぎ

製金属

食器の「佐
さ

波
は

理
り

」出土、労役
ろうえき

の帳簿の「木簡
もっかん

」、平安時代の大宰府の官長の腰帯「白
はく

玉
ぎょく

帯
たい

」

の 玉
ぎょく

製品など、これまでマスコミ・現地説明会・市の広報を通じて公表してきました。 

 これらを通してわかってきたのは、奈良時代、ここがかなり特殊な場所ということです。

政庁の建物に匹敵する大型建物、通常の役所や住居では考えられない希少品の数々。 

 ここが何だったのか。見つかったものを総合して考え、大宰府と深く関わりのある古代

の都との比較、東北多賀城
た が じ ょ う

城下の検出遺構との比較などをとおして、外国使節
し せ つ

を安置した

「客館※1」の可能性が浮上しました。 

 

２，遺跡の評価 

（１）大宰府の役割 

 古来より、大陸から伝わった人・モノ・文化は、日本の形成に大きな影響を与えるとと

もに、日本の文化・歴史の中に定着しています。大陸・朝鮮半島に近い北部九州は、その

玄関口としての役割を担っていましたが、古代においては「大宰府」がその窓口でした。 

 7 世紀末以降、大宰府は、中央朝廷の縮小版のような役所でした。西海道
さいかいどう

諸国※2 を管轄
かんかつ

し、

朝廷に似た組織と税収システムを持っていました。日本の軍事･外交面も担っており、その

長官には、皇族、あるいは朝廷の八省※3 の長官より

上位の貴族（公
く

卿
ぎょう

）が任命されました。 

 この大宰府の最大の特徴といえば、以下の対外的

な機能をもっていたことです。 

・蕃 客
ばんきゃく

（外国使節の管理・監督） 

・帰
き

 化
か

 （帰化志願者の管理・監督） 

・饗 讌
きょうえん

（外交使節のもてなし、迎賓） 

とくに「饗讌
きょうえん

」は、朝廷と大宰府だけが持つ機能

です。朝廷に不都合があって外国使節を入京させな

い（させられない）場合、朝廷から使者が来て大宰

府で外国使節を迎え、儀礼・饗宴を行いました。つまり、都に上らない外国使節は、大宰
だざいの

帥
そち

（大宰府の長官）や朝廷の使者、大宰府の街の姿、そこでの接遇を通して日本をイメージ

し、帰国することになります。これはたいへん重大な役割といえます。 
※1 福岡市の鴻臚館跡もその一つ。なお「鴻臚館」は平安時代に使われた用語。 

※2 西海道諸国：筑前、筑後、肥前、肥後、豊前、豊後、日向、薩摩、大隅の９国と、壱岐、対馬など。 

※3 八省：中務省、式部省、治部省、民部省、兵部省、刑部省、大蔵省、宮内省。 

引用：（独）奈良文化財研究所『なら平城京展’98 図録』を
一部改変 
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鴻臚館（筑紫館）から伸びる官道（水城西門ルート）

大宰府条坊と西鉄操車場跡の位置（矢印は鴻臚館からの道） 

大宰府政庁跡
水城跡 

大宰府条坊跡

（２）外国使節を迎えるための広域整備 

博多湾岸の鴻臚館
こ う ろ か ん

跡（福岡市）は外国使節を

受け入れた客館跡で、一般にはここで「饗 讌
きょうえん

」

が行われたと考えられています。ただ、ここに

外国使節が逗 留
とうりゅう

したことは間違いありません

が、外交の舞台はやはり大宰府（政庁）だと考

える説があります。 

これまでの発掘調査では、大宰府の政庁が、

都の宮殿のような建物配置をしていたこと、政

庁前面には、都（平城京・平安京等）と同じく

中央大路（朱雀大路）や街区（条坊）が設けら

れたことが判ってきました。さらには鴻臚館

（筑 紫 館
つくしのむろつみ

）から大宰府に向かう道路（官
かん

道
どう

）も見つか

り、朱雀大路（中央大路）を通って大宰府政庁に向か

ったことも判りました。こうしたルート整備は、難波
なにわ

 

鴻臚館（大阪湾岸）と都の間でも行われています。 

つまり、都と同じように広域に道路網が整備され、

都のような街区が設けられたことから、その中心の 

大宰府政庁が、外交・饗讌
きょうえん

の舞台と考えられます。 

さて、都（平城京・平安京）の場合、外国使節は 

街区（条坊）の中央部に設けられた客館・鴻臚館に

安置（宿泊）され、ここから宮殿に上り儀礼・饗讌

を受けたことが知られています。 

 こうしてみると西鉄操車場跡はまさに条坊内の

客館・鴻臚館の位置にあります。これを念頭におく

と、この場所で特殊な遺構・希少な遺物が見つかる

理由も自ずと理解できます。 

よって、この場所は外国使節を安置・供給した客

館跡と考えられます。このことは大宰府外交の舞台が大宰府政庁ということを示すととも

に、大宰府の都市整備が、古代の都城制（東アジア文化圏における、中国の都城の影響を受けた都

市設計）に通じていたことを示す上でも、画期的な発見といえます。 

 
（３）西鉄操車場跡地の遺跡・出土品 

ここでは、大宰府政庁域の建物に似た大型でしかも格式の高い構造をもつ建物２棟が見

つかりました。それぞれ約 29.5×8.8m（100×30 尺）、23.8×8.8m（80×30 尺）の広い床面積

をもち、大人数を収容可能です。都でも条坊域ではほとんど例のない規模の建物です。 

（引用：『史跡鴻臚館跡』福岡市教委） 

奈良時代の
  筑紫館 

平城京客館の位置（推定） 平安京鴻臚館の位置 
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さらには、この一帯から、佐
さ

波
は

理
り

（青銅

食器）、漆器、奈良三彩
さんさい

など、東大寺正倉院
しょうそういん

宝物
ほうもつ

にみられるような高級食器類が複数ま

とまって出土していることが明らかとなり

ました。佐波理は、椀・皿・匙
さじ

など数種類

あり、食膳セットがそろっていたことがわ

かります。中には正倉院に収められた宝物

と全く同じタイプと判ったものもあります。 

これらの製品が主に出土した大型建物の

北～北西では、建物や井戸が集中していま

した。おそらくこの一画は、給食・給仕な

どを行うための施設が集まっていたと考え

られます。ここからは、他にも木簡
もっかん

（文字を書いた板）なども見つかっています。 

 

格式高い公的な施設の検出、高級食器から想定される施設利用者の階層、都における客

館（鴻臚館）位置との比較から総合すると、ここが外国使節の安置（宿泊）・供給（給食）

のための客館の可能性は極めて高いといえます。 

なお、都城内に設けられた客館の発掘調査事例は、東アジアでもほとんど知られていま

せん。学術的にたいへん貴重で重要な遺跡です。 

（写真提供：（独）奈良文化財研究所） ↑操車場跡の出土品
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客館と想定される範囲 
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佐波理 

奈良三彩 

１ ４ 

正倉院に保存されている新羅の匙と同じタイプとわかりました。 加盤（入れ子に収納する椀）の破片とみられます。 

（引用：『54 回正倉院展図録』2002 奈良国立博物館） （引用：同左）

漆の食器は、当時は貴族以上のみが使用できた高級品です。 

漆器 
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●中央南北大路（朱雀大路）沿いの施設 との比較（※縮尺は任意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平城京（710-784、奈良県）】 【平安京（794～、京都府）】

【大宰府（福岡県）】 【多賀城（宮城県）】 

平安京鴻臚館 
 ・場所確定。遺構不明 

 ・大路の東西両脇に設置。

平城京客館 
 ・場所不明。天平 4年（732）～。

 ・六条１坊の遺存地割に注目した 

  岸俊男氏のコメントあり。 

・大型南北建物群 

・大路の東西両脇に展開。 
・大型南北建物群 

・高級食器・香炉等 出土 

国守館（10c）

国司館（9c） 

東西大路 

南
北
大
路 

（図：小澤毅（『日本古代宮都構造の研究』青木書店 2003 年）

（図：井上信正「大宰府条坊の基礎的研究」『年報大宰府学』太宰府市 2011 年） （図：『多賀城・大宰府と古都の都』東北歴史資料館 2010 年）

（図：『恒久の都 平安京』吉川弘文館 2010 年、網伸也作図）

国司館（9c）
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●大型建物群の位置と大きさの比較（大宰府（上）・多賀城（下））（※建物縮尺はほぼ同じ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
イラスト：早川和子 

（多賀城市教委所蔵） 

大宰府条坊の大型建物群 

図右端の大型南北建物群（２棟） 
 ・身舎（もや）：いずれも 11×2間 

 ・庇（ひさし）： なし 

 ・全体規模：いずれも約 33×7ｍ（約 230 ㎡）

  ・身舎（もや）：北棟 16×3間、南棟 11×3間 

  ・庇（ひさし） ：いずれも、西側に２間 

  ・全体規模：北棟 29.5×8.8ｍ（約 260 ㎡）、南棟 23.8×8.8ｍ（約 210 ㎡）
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（４）見つかった遺跡と、国内の客館（鴻臚館）の動向 

 ここの大型建物が建築されたのは８世紀第２四半期頃、確認された高級食器群の年代観

は 8 世紀～９世紀前半、この一帯が畑になってしまうのが９世紀中～後半です。このため、

ここが「大宰府客館」として機能したのは８世紀第２四半期～９世紀前半と考えられます。 

 これと、国内の客館の動向を比較してみると、その推移と関連がうかがえます。 

① その始まり、８世紀第２四半期には、客館を造るための役所「造客館司」が天平 4 年（732）

に設置されています。おそらく、ここ大宰府客館の設置にも関わったと想像されます。 

② その後、奈良時代には新羅使・唐使（唐客）の大宰府来訪が度々あり、ここの利用が

想定されます。なお平安時代はじめの８３０年代には、遣唐使が平安京の鴻臚館や大宰府

の「府館」「客館」を利用した記事があります。こうした館を遣唐使も利用したことがわか

る記事ですが、この「府館」「客館」は、まさにこの施設を指している可能性があります。 

③ 平安京の東鴻臚館は承和６年（839）に廃止されます。これは、新羅使が８世紀以降来

朝しなくなり渤
ぼっ

海
かい

使のみとなったため、東西に置かれた鴻臚館の一方を廃止したものです。

大宰府でもこの場所は、直後の９世紀中～後半には畑の畝溝とみられる溝が広がり、以前

の土地利用から変わったことが明らかとなっています。朱雀大路東側に置かれたこの客館

の廃止も、都の動向に沿ったものとも考えられます。なお９世紀中頃から、博多湾岸に置

かれた「筑紫館」は「鴻臚館」と呼ばれるようになり、盛んに外国商人と交易（貿易）が

行われました。対外関係の主体は、沿岸部での鴻臚館貿易に移ったと考えられます。 

 このように見ていくと、大宰府条坊内の客館は、都におかれた客館・鴻臚館と期を一に

していることがうかがえます。古代日本・東アジアの外交を知る上で、重要な遺跡です。 


